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ac　Aged　81；patient　of　prosta七e　carcinoma．
　成績はかなりの個体差がみられるが筋肉を多量に含む臓
器では，胃，腸く子宮く心筋く膀胱く骨通筋の順で増加し，
筋組織を多く含まない臓器では著明な差はないが，腎く脾
く肝く脳の順となっている。少数ではあるが犬の睾丸では
脾と同程度の数値を示している。
総括並びに考按
　1．定量方法について：CPの定量方法には種々ある
が，従来から用いられ且つ現在でも利用されているものは
Fiske　＆　Subbarowit3），　Eggleton　＆　Eggletoni“），　Me：　er－
hof】5），1・e　Page16）等の無機燐沈澱除去後加水分解によっ
て遊離する無機燐の測定によるものである。この方法では
加水分解きれる有機燐酸化合物はCPのみであるという仮
定の上に成立するものであるが，このことは証明されてお
らず，Wei1－Malherbe＆Green17）によれば組織中の幾つ
かの有機燐酸化合物もacid－molybdate　labileであること
が明らかである。それ故CP以外の燐酸化合物の影響を受
けることが大である。
　次いで酸により分解生成されたcreatineを・発色定＝量す
るEnnor＆RosenbergiS）の方法がある。これは更に直接
的な方法であり感度も高いがcystine，　glutathion等の存
在は反応に障碍を与える。
　著者が行なった宮崎，内田等11）の方法は無機燐除去の必
要がなく，更に不安定な燐酸化合物が同時に分解されて誤
差を生ず’る恐れもないので，迅速且つ正確である。家兎筋
肉より得たCP　Ba・saltを用いてFiske＆Subbarow法と
比較した結果11）も殆ど同一値を示して居り，現在では最も
：妥当な方法と思われる。
　2．測定値の比較：従来の報告におけるCP含有量は
殆ど全都が組織中のacid－labiIe　Pを測定し，　P含有量と
して表現されている。これは前記の如き理由から実際値よ
り大なる値をとるものと推測される。Ennor＆Rosen－
bergis）は各種組織中のacid－molybdate－IabiIe　Pを彼等
の：方法19）で測定し，これと結合creatine（CPのcreatine＞
から計算したPとを比較し，CP含有量の多い骨酪筋では
両者は殆ど一致するが，他の腎，肝，脾，脳及び睾丸等で
は明らかな差が認められ，前者の方法で測定する時には誤
差が生ずると結論している。
　Munch－Petersen20）は筋肉を無刺識の状態で凍結させる
ことは困難であり，休止状態にφる筋も収縮状態になるこ
とを文献を引用して述べている。Fawaz＆H：awaL’1）は犬
の心筋について，雪状炭酸一工一テル混合液及び液体酸素
のそれぞれで固定を行なってCPを測定し，前者において
僅かに少ない程度で著明な差を認めていない。固定という
操作を加えることにより，或はまた固定：方法の差異によっ
ても得られる値に幾分かの影響を及ぼすことが考えられ
る。
　従って本法によって得たCPの値を直ちに他の方法で得
た値と銘下することは多少の難点が有るが．従来報告され
ている測定値のうちCPをP含有量で表わしているものも
すべてCPに概箕して比狡検討を行なってみると
　骨三筋：
　　　　　　Anim・1）　CP（mg／100　9）1Authors
Rabbit
　p7
Guinea　pig
　））
Cat
Dog
　））
　434
　187
　154
　124
　420
224”一308
　251
Boldwin22）
Ennor　＆　RosenbergiS）
Boldwin22）
Ennor　＆　Rosenbergiem
Fiske　＆　Subbarowi3）
Pollack　e’t　al．g：］）
Ennor　＆　RosenbergiS）
等の値が得られている。著者と同方法を用いて測定したも
のには，宮崎，内田等1Dのrabbit438，　frog　214と，斎藤，
新邦Dのguinea　pig　369　mg〆エOO　9がある。今回の犬につ
いての測定では個．体差がやや凪ぎく，しかも諸家の報告よ
り低温を示しているが，Ennor等18）の成績とはほぼ一i致
しており，また他の組織と比較すると圧倒的に含量が多い。
　膀胱：膀胱については今までに報告がない。犬，人にお
os 鈴木一臓器のCreatinephosphate　I 札幌医誌195書
ける差は著明でなく殆ど同一値を示し，
の含有量である。
　心筋：
誌略筋の約1／10 （lf’｝liim－ai一．1－flitll．Sg｝（mocr／一iO19．2t）
Anim翫1
Rat
）7
　Jl
Guinea　pig
Dog
　sJ
：）
CP　（mg／100　g）
　49－84
　28－49
　　35
　　26．6
　　45
　127　，一　140
trace－77
Authors
Le　Pa．cre25＞
Bodanskyi6）
Boldwin！2）
Miehelazzi　et　al．e7）
Ennor　＆　Rosenberg：S）
Fawaz　＆　nawa2i）
Pollack　e七al．e3）
Rat
Doo”
Rabbi七
Cat
Guinea　pig
42・一70
　1．8
0・v30．2
0n－24．5
0．3－1．8
Authors
Le　Page’！5）
Ennor　＆　RosenbergiS）
　！）　，　：）
））
）p
J）
7）
この場合には直接本法が利用出来ず一一A且CPをBa－saltと
して沈澱，分離後操作を行なった。
腎：
Animal
と報告者により非常な開きがみられる，，著者の測定は984
mg／100　gで大きな個体差はみられなかった。　Ennor等i8）
は犬以外の動物についても測定を行ない，最小0から最大
82mg／100　gの値を得，低値を示す場合の理由として組織
凍結までの搏動によりCPが滅正するとしている。著者の
値が幾分低値：をとったのは，心臓を捌出して組織片を雪状
炭酸一工一テル混合液に投入するまでの間，血流が不充分
となり酸素欠乏状態で収縮運動を行なっていたので急激な
CPの低下を来したためであるとも考えられる。
　子宮：子宮筋のCP含有量は比較的少なく
Rat
Dog
Rabbit
Cat
Guinea　pig
CP　（mg／lOO　g）
17．5　t一　28
　4．4
　0A・2．1
3．7　t一　19．4
0．4r－5．3
Authors
Le　PageQ5＞
Ennor　＆　Rosenbergi8）
　JJ　）p
J7
）J
rJ
））
が文献に見られ，著者の測定値はEnnor等の報告18）｝こ一
致する。
　脾1
Animai　1　cp（mg／ioog）
Rabbit
　）J
Rat　＆　rabbit
Dog
Human
9，8
15．5
7
0
1　below　IO．5
Au七hors
Animal
Eggleton　＆　Eggletoni4）
Csapoz’　s）
Walaas　＆　Walaas！n＞
Siracusa：］O）
Dog
Rabbit
Cat
Guinea　pig
cp　（mgiioo　g）　1
　5．2
0．8n－5．1
3．2　t一　8．5
1．4t一　4．0
Au七hors
Ennor　＆　RosenbergTS）
　））　）：
））
）：
））
：）
）！
等の報告がある。今回の測定では，犬の子宮は筋層のみの
分離が非常に困難なので全層を使用した。著者が得た値は
上記の犬以外のものについては大体一致する成積であっ
た。Siracusaの犬についての結果は測定条件に何等かの
欠陥があるものと思われる。
　胃及び腸：rat　stomachのCP含量が21mg／100gとい
う報告（Boldwin22））があり，これは子宮より高い値を示し
ている。著者は分泌，吸収の機能を営む粘膜層を含めて測
定した結果，胃，腸とも殆ど同一値であり，且子宮よりも
低値を示した。
　肝：
右上表の如ぎ成績が記されており，Le　Pageの数値は高い
値を示している。肝もCP含量の個体差の大き’い臓器であ
る。著者の得た値はEnnor等1s）に近かった。田本報の方
法を用いる時，対照液が湖濁して比色不可能のことがあり，
著者の測定値は，
　脳二
これ等と殆ど同値である。
Animal
Rat
Rabbit
Cat
Guinea　pig
CP　（mg／lOO　g）
10．5－52，5
　0，　4．8
22．6，　41．8
0，　34．1，　42．7
Au七hors
Le　Page：・5）
Ennor　＆　RosenbergiS）
　p）　7p
t） ））
と非常に個体差が著しく，著者の測定からも同様のことが
いいうる。
　睾丸1次頁上表の如き報告がみられ，著者の測定では
犬5．35mg／100　gで，　Ennor等18）とほぼ同値であり，入で
は1例であるが1．28mg／loO　gと低値を示した。この例は
81歳の高齢者であり触診で萎縮を認めており，機能，代謝
ともに哀えCPも低値を示したものと思われる。
10巻1／2号 鈴木一臓器のCreatinephosphate　I
Animal
Rabbit
Rat
Dog
Guinea　pig
Cat
CP　（mg／lOO　g）
　9．8
4．2・h“　18．2
　5．6
5．6，　5．8
　10．5
Authors
BoldwinL’2）
Eggleton　＆　Eg．crletoni4）
Ennor　＆　RosenbergiS）
　一）　J）
　1）　JJ
　前立腺：phospha七aseの多量に含まれる組織であるの
で，phosphate・CPの含有量も多いのではないかと思われ
たが，入では3．96mg／100　gと特に多い値を云さなかった。
　以上を総括的にみるとCPの定量でlabile－Pを測定した
値は，推定しえた如く著者の測定値より一般に高い値を示
した。従来の報告では，測定方法に類似点のあ．るEnnor
等18）の値が比較的近い成績を示していた。
　ここでは数値のみの比較に止め，各臓器における意義は
続報で考按する。
　　　　　　　　　　　結　　　論
　1）Alkseevaの法を改良した宮崎，内田．等の方法によ
り，．生体各種臓器におけるCPの定量を行なった。
　2）筋組織の多い臓器におけるCP高弟は次の如き順序：
で増加する。
　　胃，腸く子宮く心筋く膀胱く骨賂筋
　3）筋滞購1の少ない臓器では，腎く脾く肝く脳の順とな
り，睾メしでは脾と殆ど1司値を示した。
　4）CP中のacjd－1abile　Pを測定する：方法では誤差が生
じ易く，本実験威績ではこの方法による値よりも二値を示
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